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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:149kD;Observed MW:149kD

PLCG1

PLCG1;PLC1;1-phosphatidylinositol 4;5-bisphosphate phosphodiesterase gamma-1;PLC-
148;Phosphoinositide phospholipase C-gamma-1;Phospholipase C-lI;PLC-II;Phospholipase
C-gamma-1;PLC-gamma-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸からイノシトール1,4,5-トリスリン酸とジアシルグリセロールの形成を触媒する。この反応はカルシウムを補因子として利用し、受容体型チロシンキナーゼ活性化因子の細胞内伝達において重要な役割を果たす。例えば、SRCによって活性化されると、このタンパク質はRasグアニンヌクレオチド交換因子RasGRP1をゴルジ体へ移行させ、そこでRasを活性化する。また、このタンパク質はヘパリン結合増殖因子1（酸性線維芽細胞増殖因子）活性化チロシンキナーゼの主要基質であることが示されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ラット脳細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをPLC γ1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

